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雜

　
　

鋳

停
止

す
る

事
も

あ

り

ま
す

或
る

脳

兒
に

於
て
一

分

間
に

百
五
十
打

つ

の

を
見

ま
6
た

此
は

停
止

致
し

ま
し

陀

＋

秒
間
を
除
ひ
て

の

事

で

御
座
ひ

ま
す
か

ら

鼓
動
の

速
度
は

膸
分

早
ひ

の

で

す
一

分
聞

の

内
に

は
一

般
に

五
回
の

休
息
が

御
座
ひ

ま
す

夫
は
一

秒
の

事
が

あ

塾

ま
す

又
二

秒

或
は

夫
れ
以

上
の

事
が

あ
り

ま
す

休
息

期
の

間
は

廿
亠

ハ

回

よ
9
卅
六

回
の

鼓
動
を
致
し

ま
す

。

●
爬
蟲
類
の

分

類
に

就
て

　
（

第
二

回
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　

二

霎
々
学

ノ

さ．
苧
一

亀

C
・・

舮

×

三
〕

著

噂

　
　
　
　
　
　

田

　
中

茂

穗

譯

卜
曽

円

δ
目

ξ
、

化
石

上
の

發
見
は

絶
へ

す
進
み

つ

重

あ

り

て
、

從
來
知

れ

だ
る

化
石
に

加
ふ

る

處
多
く

な
b
む

を
以
て

、

種
々

の

群

類
の

名
稱
を

摩
し

或
は

昇
降
せ

し
む
る

必

要
あ
り

之
を

例
ふ

る

に
（

ζ

窪

氏
の

作
り

だ

る

（

ぞ

き
譜

9
蚤
窪

科
は

亞

目

ビ

な
り

矢
張
同

馬
の

こ…
。

讐
亀
9
邑
匹

及
ρ．
げ

巴
29

螽
騨

科
は

目
ε

な

b
同
氏
の
〉

ぎ
5・

。
自

8
島
僧

及

U
宣
o

影

窪
β

の

兩
目

は

亞

目
に

降
れ
り
、

從
來
諸
學
者

の

作
れ
る

群
は

今
日

の

如
き

充
分
の

智
識
な

き

時

の

者
な
れ
ば

、

之
れ

等
の

名
を

今
日

も
伺
ほ

襲
用
す
ご

せ

ば
吾

人
は

多
ζ
の

薪
な

る

群
名

を
作
る

の

必
要
あ

る
べ

く
、

そ

は

决・
し

て

取
る
べ

き

の

事

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
二

四

に

非
み

べ

己
、

分

類
の

歴
史
は

諸
解
剖
學
者
の

公
表
せ

る

種
々

の

意
見
に

て

知
る

を
得
べ

ぐ
、

讀
者
は

種
々

の

分

類
法
を
見
て

分

類

原
理

を

熟
知
せ

ぱ

大
に

盆
あ

る

事
な
る

ぺ

し
故
に

余
は

タ

セ
此

に

就
て

述
ぶ

る

こ

ご

を
試
む
べ

し
、

さ

れ
ざ

も
そ
の

分

類
の

法

式

に

は

是
非
め
る

事
に

注
意

す
べ

む
O

　
　

　
不
良
な
る

分

類
法

外
觀
の

類
似
　
西
暦
千

七
百

九
十

九
年
に

公
表
せ
る

じご

339
窰
僧

唇

氏

の

分
類
法
に

て

は
、

蜥
蝪
類
ピ

鰐
魚
類
ご

は

有
肢
な
る

よ

り
孤

畧
三

ご

む
（

今
よ
b
考
ふ

れ

ば
、

固

よ

り

誤
れ

り
）

、

他
の

物
に

比

肩
せ

し

め
、

次
の

如
く
な
せ

り
。

　
　

　
ド
　

O
『
Φ一
〇

5
賦’

臥゜
　
 

曽

自

甑
卜

　

　
　
郵

C
見
藁
出曲，

次
で

千
八

百

二

十

年
に

9
ぎ
旨
¢

氏
は

有
鱗
な
る

の

點
よ

b
蜥
蜴

類
芒

蛇
類
ご

を
合・
し

て

⊃コ〔
語
p

邑
o

巽

こ

せ

る

は

正

當
の

事
ピ

云
ふ

べ
・
し

、

さ

れ
ザ
、

も
巳
に

千
入

百
十
一

年
に

C
毛
ω一

氏
は
こ

の

雨
者

，を

ぎ
蠧
三
。

窮

中
に

入

れ

た

る

事
め

り
、

而・
し

て

此
の

事
柄
は

、

外

皮
の

類
似
が

諸

他
の

基
礎
特

性
ε
【

致
せ

る

異

例
な
る

者
な
り
、
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外

皮
が

基

礎
特

性
匸
一

致
せ

ざ
る

爲
め

に
、

外

皮
よ

り
の

分

類
の

誤

れ

る

者
を
逋
ぶ

れ
ば

峯
9一
搴

氏
は
．

孑
。・

ε
釦

言
ρ

夛

及
O

き

8
琶
夛

を
O
讐

署
ζ
碧
鼠

ビ

む
、

ン

雫
同
鬥

養卩
氏
は

同
じ
二

科

を
冖・｛
）

鼻

窰
霹

こ

せ

る

事
な
b
。

一

髑
の

外
部
器

官
の

類
似
　
有
名
な

る

化
石
學

者
く

邑

呂

藷
霞

氏

は
、

足
の

構
造
の

異
同
よ
b
、

爬
蟲
類
を
分
類
せ

ん

ご

試
み

た

り
、

而
・
し

て

有
肢
爬
蟲

類
な

る

広
m

二

皀一

を
分
て

第
一

一
）・
ピ

。

三
 

℃

星
撃

（

之
は

「

き
＄
詳

芸
窪

ご
（

ぎ
。

殳
一

白
陣

ε

を

包
含
す
）

、

第
二

7
雲
7

℃へ・
ユ
 

只

之
は
｛
。

ま

ξ
。

重
＝．一
芦

ご

エ

雲
き
て冖
犇

轟
畧

ご

を

含
む、）

、

第

三

》
髦
ξ
｝）（）
き
α

（

之
は

ぞ
雪
；

つ〔戸
こ

三
冨

ビ

と

謎
尊
耄
ξ
梦

》
ご

を

含
む
）

、

第
四
一
♂、
耗へ

昏

蚤
鴫

誤
（

之

は
憶
尸

ξ
。
翫

三一

；
。。

を
含
む
）

ビ

も
陀

る

も
、

固
よ
り

不
正

當
な

る

分
類
法

な
り

ご

云
ふ
べ

し
。

適
應
上

よ
り

相

似
の

者
を
標

準
ピ

せ

る

分

類
　
千
入

百
三

十
五

年

に
一 ，
）

 

】

止
爭

言
く

白
Φ

氏
は

、

峯
旨

ξ
O

馨

鬘
ξ

ε

ヱ
評冖
萋
“

喜
Φ

薨
“っ

貯

ビ

を

匡
＝

巴

5
羲
ξ
徴

或
は

海
蜥
蝪
類
ご

呼

び

π

り

後
（

ン
’

δ
嵩

氏

は
跨一〕

 

ぎ
。゚

蕁
臼

中
に

ざ
暮

ξ
。

写
。

屯
餮
“

ざ

彩一
肖
o

覧
韓

話
ぎ

ビ

を
包

括
せ

る

も
、

氏
は

此

等
の

諸
動

物
は

自

然
分
類
上
正

し

き
一

群
に

は

非
す
芒

逋
べ

陀

b
。

　
　
　

　
　
　

雜
　
　
鑓

一

個
の

内
部
器

官
を

標

準
こ

せ

る

分

類

此
の

方
法
に

よ

れ

る

は
、

（い
つ

｝〕
二

氏
を
重
な
る

者
こ

し
同
氏
は

千
入
百
六

十

九
年
に

、

》
冒

c
げ
。．

ヱ

彎一
門

証

ご

乙
。

三
巳
。

啓

旨
。
夢

（

冨〔
三
霞

氏
の

作
れ

ゐ
）

ビ

は、

富
1

酔

二

身】
暮
ン

を

除
か

ば

異
な
る

者
こ

し
、

頭
部
の

方
骨
の

縫

合
結

合

の

頗
る

密
接
な

る

は
、

以
て

弓

霧
；
諏
＝

p
『

の

特
徴

な

b
ε

し
、

此
に

よ
り

て

ヱ

聲
搴

郊

審
「

｝ ・
σっ

尹
（

ぜ
O（
菱
三
妙．
．

；
o
つ
09u

＝

算
8

ご

三

爰
ρ

…
y

臣
ニ

ミ
こ

隻
c
ロ
汁冖
陣

＝
（

ξ
蓴｝
5
蓉
覧飼
曽

夢

を
凡
て

合

併
せ

る

も
、

是
れ

頗
る

不
自
然
な

る

分

類
法

な
る
べ
・
し

、

蓋

し

只
一

掴
の

原

始
的
性

質
な

る

頭
部
の

方
骨
を
所
有
せ

る

に

基
き

た

れ

ば
な
り
。

上
逋

説

く

處
に

よ
b
て

稍
明
な
る

が

如
く

、

余
の

考
ふ

る

處
を
以

て

せ

ば
、

爬
蟲

類
を

分
類
せ

ん
が

爲
め

に
、

外
部
の

性

質
、

外
部

の

器

官
、

外
部
の

適
應
如

何
、

】

個
の

内
部

器
官

、

等
に

よ

る

事

は

顔
る

不
自
然

な
b
ご

云
ふ
べ

・
し
。

　

　
　

分
類
の

標
準

吾
人

は

分

類
上
三
つ

の

規
則

あ
る

を
見
る

、

今
之

を
逐
次
述
べ

ん

に
。

第
一

冖

ゴ
o
胃

ξ

よ

り
考
へ

て
、

先
進
の

化

石
學
者
の

分

類
せ

る

者

は
、

高
等
及
下
等
の

類
を

其

儘
に

襲
用
む

た
く
欲
す
る

な

b
、

さ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
二

五
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雑

　

餞

れ
ご

も

巳
む
を
得
す
し
て

變
更
す
る

塲
合
は

仕
方
な

し

ご

知
る
べ

・
し

、

故
に

時
こ

し
て

は
、

從
來
」

用

ひ

來
れ
る

よ
う

も

＝
暦

高
等
な
る

若
く
ば

下
等
な
る

類
を
新
に

置
く
の

必

要
も
あ
る

べ

く
、

叉
部
類

中
異
な

れ

る

位
置
に

入

れ

換
ふ

る

の

必

要
を

見
る

こ

ご

も
あ
る
べ

・
し

、

津
§
ξ

は

誤

れ

る

分
類
標

準
に

よ

れ

る

時

は

價
な
き
者
13
・

b
、

例
へ

ば

Oo

篤

氏
の
目
げ

曾
8HH
さ

愚
冨

ご

》
弓＾
浄
o
。・

霍
ゴ

「

y

ε

の
訊

説

明

の

如・
し
o

第
二

　
系
統

發
生

上
よ
り

之

を
見
る

に
、

是
に

よ

れ

る

分
類
は

頗

正

當
な
る

も
の

に

し
て

、

只
そ
の

不
便
ε

す
る

處
は

、

新・
し

き

事

實
及
關
係
の

發
見
せ

ら
る

弖

に

應
ご
て

、

在
來
の

分
類
を

變
更・
し

行
か

ざ
る

ぺ

か

ら
ざ
る

に

あ

り
、

是
の

法

に

よ
れ

る

者
は

人
々

の

知
れ

る

如
く

系
統
的
樹
枝
の

先
き
へ

く
ご

分

岐
・
し

行
く

に

形
取

る

も

の

に

し
て

、

分
類
の

明

な
る

に

從
ひ

そ
の

動
物
の

岨
先
の

形

を

推
考

む

得
る

な
り
、

例
へ

ば

国
気

琵
8
爵
 

二

琵
ロ

は

Oo

驀

氏

の

な

せ

る

如

く

じ
o
噂

宣

亀
9
三
富
Φ

に

屬
せ

す
し
て

、

孱
ρ

喜〔
ぎ
に

屬
す

る

も
の

な
り
O

第
三

　
分

類
の

實
義
よ
り

考
ふ

れ

ば
、

系

統
研

究
ご

同
じ

く
、

種

々

の

作

用
を

持
て

る

諸

體
部
の

性

質
を
充
分
に

理

解
し

、

之
に

墓

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
二

六

き
て

な

す
べ

き
も
の

に

し

て
、

．

分

類
の

本
義
を

誤
ら
ざ
ら
ん
が

爲

め

に
、

李

行
類
似

、

相
近

、

類
體
等
に

迷
わ

さ

れ

ざ
る

を

要
す
る

も
の

な
り
。

右
の

三
ケ

條
の

中
一

を
缺

け
ば

、

大
に

分
類
上
差
支

を
生

す
べ

も
、

現
に

近
年

08

謎
¢

孱
9

毎
氏
は

爬
蟲
類
分

類
を
誤
り
一

大
混
亂
を

起

せ

り
、

さ

れ

こ
も
の

邑

露
r
≦
oo

釦

妄

髯
3

切
居

oo

β

ぎ
昌

Zo

窟

β

等
諸
氏
は

相
率
ひ
て

正

當
の

分

類
に

向

は

し
め

ん

こ

勸
め

ρ
よ

あ

り

き
o

　
　
　

余
の

提
出
せ

ん

こ

す
る

分

類
法

余
は

以

上
棟
々

の

原
理
に

基
き

、

先
づ

爬
蟲
類
を

ξ
二

巷
 

罍
及

三
毛
ω

包
零

の

二

亞

綱
こ

し
、

後
な
る

も

の

弖

内
最
も

原
始
的
な
る

を
總
括・
し

て

こ［

呂
8
。。

聟
甑
 

こ

し

是
は

OQ
ρ

岳
影
p9

ご

葦
琴
早

震
周

『

ご

を
含
む
も

の

な

り
、

今
表
記
し
て

次
に

示

さ

ば

敬

巳
）

巳

器
・゚

 

鬟〕

き
。・

筝
酬

　
　
○
月

獅
O
門

OO
げ

≦
C
こ。

暫

訂
尾

曇

　
　
　
コQ
二

℃

霞
（
）

乙
窪

貯】
o

目

＆
o

暮
轡．

　
　

　
　

．

　
　
　

　
〇

三
窪

日
げ
Φ

匡
O
口
O
コ
甑

尹

　
　
　

　
　
gα

鼻

9
毳
角

6
『

 

δ
8
曾
曁
撃”
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T
ワ

P

　
　
　
　

　

　

　

曽
び
。

峯
穹

O

署
。

量
三
p

轟
同

u

）

琶
§
p

・

　
　
　
　

　

O
監
頸

型

餮
＆
3
夛「

　
　
　
　

　

（ ．》
乙
奠

釜
ニ

ョ
享
彎

誌
三・

　
　
　
　

　

　

　
　
　

筆

暑（）
三

巽
雛

ぎ
霧
麪一

嘉．．

　
　
　
　

　

　

　
　
　

Qロ

昌
〇

三
 

吋

コ
¢

°。

δ
毋

署
罷
9、

　
　
　
　

　

（
）

乙
曾
日
o
ω

葺
象

霽
霽’

　
　
　
　

　

　

　
　
　

こ良

書（）
凱
罍

め
冨

笥
o

量・
弾

　
　
　
　

　

　

　
　
　

。Q

忌
霞

を
9．
弓
言
き，
尹

　
　
　
　

　

　

　
　
　

コ。

忌
o

芟
葭
．

【 、
胃帥
。
謬
く（

建
曽幽゚

°ゆ

号
。

冨
。・

目
）

ξ
豊
 

　
　
　
　

ぎ
Ψ

き
銭
2．
】

）

喜
δ
馨

雪門宙・
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